
毎日はいそがしい

2015.09.03

９月３日

今日はちょっと遅くおきましたが、集合の時間に間に合ってよかったです。この数日間はずっとホテルの会議室で日本の事情をたくさん勉強しました。

これは日本語で投稿されたものです

曾静好さんの日記



繊細さを守る

2015.09.10

少し前、私は親戚に7月30日〜8月10日、台湾に行くことを伝えました。“台湾に何しに行くの？”“フェンシングの試合。”と、私は言いました。“フェンシングするの？あなたの
この体力でフェンシングするの？行ってもお金の無駄よ！絶対に入賞することなんてできないわよ！”彼女の表情は、嘲りの中にある得意げな感じで、まるで子供が大きな発見
をした時に親に誇示する時のようでした。

私はもちろん彼女の私に対するこの評価を受け入れることができませんでした、なぜなら、人はみな自尊心があるからです。しかし私は辛かったです、私の最も愛する人のうち
の一人が自分を支持してくれないのだから、これはとても苦痛な事です。でも私はすぐに思い至ったんです、彼女の言ったこの話、私のフェンシングのレベルとは関係がない
と。

彼女の言葉に含まれる何層かの感情について分析してみましょう。私が最も早く気づいたのは嫉妬です。もちろん、一般的には、人は自分の周りの人への嫉妬には気づかないで
す。私達は小さいときから嫉妬は良い言葉ではないということを知っています。嫉妬とは、他人の能力を認めることを意味し“この人は自分と同じくらいすごいと認めることだ
と思います ”。しかし自尊心は、大体の状況で自分が好きでない人を認めたりはしないものです。けれど、私の親戚の言葉の中にはこの感情も含まれていて、彼女が私の事を好
きではないと言えません。なぜなら私達の関係はとても良いからです。そこで私は、彼女はこんな自分が嫌いで、こんなに充実した生活をしている子をみて、他人への嫉妬を引
き起こし、その嫉妬を私に向けてきたのだと判断しました。私は彼女の攻撃的な言葉には賛同できませんが、彼女の感じ方はとても理解できます。

もう一つの層の感情とは、苦痛です。もしも他の人を傷つけたのであれば、その人自身も必ず苦痛を感じるはずで、これは疑いようのないことです。彼女がその言葉を言った
時、そぶりは50歳ぐらいの人のようには見えず、私の小学校の同級生が同じ机の子が宿題していないのを発見した時の表情のようでした：ほら、あなたは宿題をしていないで
しょ！目つきは驚喜と、同年齢の人が自分より劣っているのを発見した時の嬉しさでした。こんな時、宿題をしていない子供はとても緊張します。子供にとって、これらはすべ
て悪ふざけで、活発な振る舞いです。しかし私はそんな宿題をしていない子供ではなく、自分がずっとちゃんとしてきたことを知っています。私の親戚がこの話で、私を否定す
ることによって自分を守ったのです。彼女は自分が多くの方面で私に及ばないことをはっきりと知っているのだけど、彼女はこれを認めたくないのです。彼女はこの子は自分に
は及ばない、と自分に言い聞かせなければならなかったのです。

ここまで書いて、突然ちょっと感傷的になってしまいました。私の最も親しくしている中の一人が自分を支持してくれなかったからではありません。多くの事を思い出したから
です。

もしも私が7,8歳あるいは更に小さい子供で、試合に参加する時に、親戚にこのように言われたら、私は恐らく自分を疑うようになるでしょう。なぜなら私達（ここでは小さい
子供である私達を指します）にとって、大人の話は権威で、私達の最初の価値観はすべて彼らの下で形成されたからです。しかし彼らあるいは彼らの友達―――もちろん彼らの
友達も権威を象徴しているのだけど――――が、このように言ったら、私たちは、恐らく自分を疑い始め、自然と彼らの望んだ方向にす発展してしまいます。彼らの望んだ方向
とは何か？自分の次世代が自分を上回らない、このようなことが彼らの自己愛に打撃を与えるからです；次世代がずっとこのようにひ弱で、自分にコントロールされ、依存する
生まれたての赤ん坊のようであって欲しいのです。しかしこんなことはあり得ないのです。私達は必ず成長して、彼らを超越し、１つの種の進化は、代々の超越が必要なので
す。

子供は、とても敏感で、大人の気持ちと深層心理の願望を反映してしまうくらい敏感です。大人達の自分に対する攻撃、他の人への攻撃、自分と他人への要求が、往々にして小
さい子供を通してはっきりと反映されています。小さな子供は、一体自分が悪いから大人に怒られるのか、それとも大人にもともと問題があるから怒られるのか、を判断するこ
とができなくて辛いのです、だから私たちは泣くし、辛いのです。しかし私達はこんな手段でしか内心の苦痛を表現することができないのです、時には心があまりにも敏感すぎ
るため、大人にまた怒られたりします。“あなたはどうしてこんなにもろくて弱く、こんなによく泣くのでしょう？私はこれはよくないと思います。”いいえ、私達はもろくて弱
いのではなく、自分を守るのと同時にあなた達も守っているのです。あなた達は私たちの見せる涙を必要としています。なぜなら、そうすると自分がまだましだと思うからで
す。あなたは私の繊細な気持ちを見ましたか？しかし泣いてまた泣いて、自分を守り、そうやって繊細な気持ちを失ってしまうのです。同時に、感受性を失い、体への感銘を失
い、美に対する感銘も失うのです。

フェンシングをする場所で、私に剣のハンドルを回して、アームガードプレートの反射でできた光と影を見たいと言いました。彼女が何を言ったのかはっきりと聞いていないけ
れど、私は彼女の感覚がわかっています。その渦巻きは彼女が言ったような一種の奇妙な感覚を与えます。私は彼女の感覚をよくわかっているので、彼女と同様に楽しい。なん
と強い感受性なんでしょう！私達の練習室の用具の上で跳ぶ子供がいて、その用具はとても高いのだけど、彼はそのことを知りません。しかし、彼がその２つの正方形の台に跳
び上がった時、任務の完成を繰り返した達成感を感じられます。それはとても心地良いのです。

しかしこのような感受性は、多くの年長者によって淘汰されてきたのです。私達は自分を守るため、これらの感受性を犠牲にし、自分のしたくないことをして、好きでもないも
のを食べるのです。彼らの考え通りに、私たちは作文にこう書きます：私は祖国の大黒柱になり、お金を稼いでお父さんとお母さんに大きい家を買ってあげます。私は···私は何
を考えているんだろう？これは私が望んだことなのかな？たった数歳の私は、ただただ愉快に生きたいです。私の敏感さは、私をもっと良く人と人の感情、動物の感情に気付か
せ、世界を感じさせてくれます。

大人達は私たちの敏感さを守ってはくれません。

私達は鋭い感覚を使うことができ、このダンスの動作をどうするのがよいか、この音符はどのように表現し、この剣はどのように刺せばいいのか、その感覚はどんな感じかを嗅
ぎ分けることができます。私は鋭い感覚で、この文章中、作者が使っている語句がどれだけ精確か、この作者は私と同じく鋭い感覚を持っているのを理解することができます。

しかしながら私達には鋭い感覚がなくなりました。

しかしこの時、これは彼らの問題ではないということを私は知っています。なぜかというと多くの大人の少年時代はこのように過ごして来たのです。私達はあなた達の苦痛を感
じることができるのを知ってほしいです。私達が成長して、もっと自分を守れるようになってから、またあなたたちの苦痛を私達に教えてください。私達とその苦痛を分かち合
いたいのです。

次世代を否定するのは、一世代上の人の中の一部の人の共通の欠点です。私達は心の中のつらさと苦痛を表現できばいけど、それでも私達がこらえきれない時あるいは、馬の背
にまたがり戦いに向かおうという時に、あなた方が励ましてくれることを希望します。私達を否定するのではなく。励ましや、私達の繊細さの保護を得ることができて、私達は
よりよく生きることができるのです、同時に、あなた達も。

曾静好さんの日記





大好きな剣道と剣道部

2015.09.26

私は日本に来る前に、もう必ず剣道部に入ることに決めました。まだ中国にいた時、フェンシングをやっていました。剣や刀などの武器が大好きだからです。特に剣が好きで
す。ですから、三週間まえに剣道部に入るようになったは本当に嬉しかったです。

今は三週間ぐらい剣道を習いました。剣道部の大田先生は昨日「曽さん、これからもうちょっと剣道をやってみて、もしこの一年間ずっと剣道をやり続ければ、剣道の装備の注
文を山下先生に頼むよ」と私に言いました。「ありがとうございます。でも今はもうこれから剣道をずっとやることに決めたので、いま注文しても大丈夫だと思います。」と私
は言いました。「本当？じゃ山下先生に言うからね、注文のことを。」「はい。お願いします。」

剣道部のみんなはとても優しいです。剣道は初めてですから、ゼロからやらないといけません。剣道の基本を教えてくれた先輩もいつも優しくいろいろ教えてくらました。

毎日基礎練習をする時、先輩たちは実戦しています。先輩たちの凛々しい姿を見て、心を励ましてくれたみたいに、いつももっと頑張らないといけないと思いました。ですから
昨日大田先生からのメッセージで本当によかったと思います。

一日でも早く、みんなと一緒に戦いたいです。みんなといっしょに実戦したいです。

頑張ります。皆さん、応援よろしくお願いします。

これは日本語で投稿されたものです

曾静好さんの日記



日本の電車

2015.10.03

学校が始まって一週間後に、ようやく日本の電車は時刻表があったんだとわかりました。何時何分に、どこからどこまで、どの駅に止まるかは、すべて決められていて、計画が
あったんです。

今朝は部活に向かったとき、最も都合のいい電車に乗り損なって、すっきりしない気分になってしまいました。

さらに嫌なことは、最も都合のいい電車に乗り損なったうえ、おまけに乗り過ごしました。

これからはそういった細かいところに気をつけなきゃ···電車で眠るのも油断できないもんね、眠ったまま乗り過ごしちゃうことは二度とないように。

先々週の連休は、私は部活に行ったとき、うっかりして電車を間違えてしまった。そもそも江波駅方面行きに乗るべきところ、急いでたのでちゃんと行き先を確認せず乗ってし
まったわけです。乗ってからなんだかおかしいなぁと、電車を間違えたと気付きました。

今は「勉強になったなあ」と感慨するしかないですね！これ以上電車を間違えてはいけません、さもなければ面倒なことになる一方です。

そうだ、明日は友人と遊びに行きます、朝10時の集合です。

今日のうちしっかり電車の時間を確認しておこう。

曾静好さんの日記



宮島の夜。

2015.11.18

11月15日、スピーチコンテストが終わった後に、クラスの男子が私ともう一人のスウェーデンの留学生――ウィリアムを宮島に遊びに連れて行ってくれました。

14日の夜、彼はlineのグループでメッセージを送りました：明日暇な人いますか？いっしょに宮島に行こう！

彼と、他に私と仲のいいクラスの女子数人が一緒に私のスピーチを見に来てくれましたが、結局宮島に行ったのは、彼と、ウィリアムと私だけでした。

スピーチコンテストが終わったのがだいたい午後2時頃でした。私と彼はウィリアムの住んでいるビルの下のセブンイレブン付近でウィリアムが昼食を食べ終わるのを待ちまし
た。

その1時間でたくさんおしゃべりしました。彼は自分が小学生の時はとてもいたずらっ子だったことを教えてくれました。彼の弟もそうです。毎日PSPをもって学校に持って行
って遊び、ハチの巣を職員室に放り込んだり、先生とけんかしたり...最もひどいのはみんなでごま油を買って学校に塗りたくったことです（良い子はマネしないでね）。

私は彼の少年時代の話を聞いてとても驚きぽかんとしてしまいました…

ウィリアムがついに来ました。

路面電車で一時間かけて宮島に行きました。最後のもみじを見ました。

宮島に着いて、船に乗って島に行きました。

もみじは思っていたほど多くなかったです。彼は、雨の後だから、もみじが散ってしまったんだろうね、と言いました。でも、私はその紅い葉が地面に落ちて、浅い水たまり
に、夕日が松の木を照らしていて、空気中に晩秋の美しさが満ちていると思いました。

彼は私達留学生2人に世界最大のしゃもじと宮島の鳥居と、道をゆっくりと歩いたり、時には通行人の食べ物を奪い取る鹿を紹介してくれました。

いつの間にか夜になりました。

6時頃の様子、月が出てきました。

島の奥の方の林へ行きました。明かりがなく、前方の道はどんどん暗くなってきました。あの中はクマが突然出てくるかもしれないから夜は中に入らない方がいいかも、と彼は
言いました。

そこで私達は林を出て、五重の塔を見た後に市内に戻りました。

彼のおススメの店で広島焼きを食べました。

夜、家に帰りました。

 

曾静好さんの日記





この3ヶ月

2015.11.23

携帯画面の日付が8月30日からゆっくりと11月23日に変わってきたのを眺めて、時間が経つのは本当に速いなあと突然感慨にふけたくなります。月例レポートはもう二回も提
出したし、いまはもうほぼ十一月下旬の頃になって、天気も寒くなってきたし、三回目の月例レポートももうそろそろでしょう。

大会に出場する剣道部の先輩たちを応援に二回行きました。クラスメートと買い物に行きました、カラオケに行きました。スピーチ大会に二回参加しました。宮島へ遊びに行き
ました。クラスメートと一緒に中間テストを受けました。登校、下校、本を読みました。こうやって振り返ってみると、この三ヶ月の出来事は、数十字でまとめられそうです。

けれど、私の内心の変化は、数十字でまとめられるものではありません。日本に留学にきている他の仲間たちも同じように感じているでしょうと信じています。

正直、最初の一ヶ月は、思い悩んで困惑の一ヶ月でした。

日本語を専攻としていて、日本にも二回ほど来たことはありますが、今のように留学の形で、他の国の高校生活に深く触れ合うことは、私にとっても、チャレンジの満ちた「初
回」です。

日本の高校は、敷地が広くて、各学科、各教育用途の教室棟が多いです。私は方向音痴（笑）で、まさに二週間もかけてようやく学校内の道を覚えきれました。講義が他の教室
で行われるときに、毎回クラスメートについて行って、本当にみんなに迷惑をかけてるなあと思います。でもみんなはとても優しくて、他の教室に行くときに、「静好、一緒に
行こう」と声をかけてくれて，大変暖かく感じています。

同じく９月から部活が始まった——剣道部。

剣道部は留学生の中一番人気だそうです（笑）。剣道部の先生から聞いた話ですが、舟入に来た留学生は、剣道部に入る人がとても多いそうです。最初の一ヶ月は、一人の先輩
に剣道を教えてもらいました。彼は８月の試合で足を怪我したそうで、普通に訓練ができなくなったから、私に剣道を教えるようと先生に指示されたらしいです。

毎回、格技場に入って、彼が近づいてきて私に笑いながら：「曾ちゃん——では訓練を始めましょう——」と言ってくれた時、申し訳ない気分になってしかたがないです。彼は
怪我をして、ちゃんと静養すべきなのに、子供の世話役のように、何もかもわからない留学生である私に剣道を教えることになっているから。足さばきと手の動作を練習するた
びに、私は特に緊張していました。理由は２つあります：一つは、彼は手本を示す時は、必ず普段の練習と同じように、全力で動きます。全身の筋肉は繋がっているから、それ
はきっと怪我の回復の妨げになるでしょう。だから、できるだけ早く教わった内容を消化しておかないと、と思います。もう一つの理由は、剣道は私ができる西洋剣術とは、共
通点も沢山ありますが、それぞれ違う系統ですので、西洋剣術をやって身についた習慣は、剣道においては間違いですので、常に自分の動作に心がけないといけないです。

勉強に関しては、数学の内容はそれほど難しくはありませんが、古文と英語は本当に難しいです。古典日本語の文法は、私が習った日本とまったく違いますから。英語といえば
··もう四年間英語の勉強はしてませんし、習った内容すらほぼ全部忘れてしまっています。

１０月、私はだんだんと軌道に乗ってきました。

学校の授業はだいたい聞いて分かるようになってきて、中間テストの後は、できる範囲でみんなと同じくらい遂げてきました。

剣道部では、私は先輩に「先輩、今の練習量は少な過ぎてうしろめたいくらいですよ」というと、「あ、そうか！では練習量を増やしましょう」と先輩は応じてくれました。そ
して、足さばきと手の動作の練習は、前の基礎練習の倍になった上、腕立て伏せと腹筋訓練もたくさん増やされました。練習後には特になにもなかったですが、毎朝学校で靴を
履き替える時に、しゃがみ込むことができないと気づきます。筋肉痛にはかなわないですね。

ホストファミリーのお父さんお母さんそして妹さんとますます仲良くなってきて、毎日の晩ごはんの時にたくさんお喋りしています。

今月はまだ終わっていないので、来月になって今月のことをまとめようと考えています。

この三ヶ月で、最も実感したのは、自分の日本語が上達してきたことです。

実は中国に居た時、私の日本語はまあまあうまいほうだったんです。でも日本に来て、突然日本語でしゃべるのが怖くなってきました。クラスメートは方言で話していて、早口
だったので、最初は怖くてあまり口をきけなかったんですが、みんなは外国人の日本語がうまいか否か気にしていない、ちゃんとコミュニケーションが取れるかどうかを重要視
しているとわかった時点で、私の日本語がいきなり上手くなってきました。多分、言葉の学習って、最も大事なのは「怖がらずに口にだす」ことなのでしょう。

曾静好さんの日記



言語学習について

2015.11.26

中国の高校で勉強していた時、学校では基本的に英語の授業がありませんでした。私達は普通に英語を学ぶ高校のよう日本語を学んでいました。

日本に来て、私の通う舟入高校――国際クラスは、一週間に6時間も英語の授業があり、中国の外国語学校のように英語を重視しています。なので私みたいに4年間英語をそん
なに勉強していない学生にとって、日本で英語力を高めるのはとても良い機会です。

日本の高校生と一緒に3ヶ月間英語を学んでみて、私は多くの感銘を受けました。

その中でも一番感心したのは、彼らは私たちより体系的に言語を勉強しているところです。その上、言語の基本知識の普及度は私達よりもはるかに高いです。

《総合英語》の教科書のある章の中でもっぱらに英語の文の構造とどのように単語を構成して完全な文をつくるか述べられています。この章の内容と後ろのすべての章の内容は
すべて関連していて、この教科書を学んでいる人が英語の文法の構造をより深く理解できるようにしています。

本の中のどの例文も、上に詳しい文の構造が記されていて、すべての単語あるいはフレーズはどの部分の語句に装飾されているか、これらのことがとてもわかりやすく記されて
います。

言語の知識の普及度は私たちよりも高いです。これはどういうことだろう？

私は学校の図書館で多くの関連書籍を見ました。たとえば《ヨーロッパの言語の歴史図鑑》《世界の言語の歴史図鑑》というような本が、たくさんありました。その中では世界
のあらゆる言語の歴史、発展と現在、関連する方言を詳しく紹介しています。すべての語系の分枝、なぜこの語系がこのように分岐したか、それらの共通の特徴が何か、どんな
屈折語の語尾変化があるか、などなど。私は少しページをめくり、得ることがとても多いと思いました。（図鑑のような本は貸出禁止なので、私はパラパラと見ることしかでき
ませんでした）その他にも、日本語と中国語、あるいは英語を比較した本や日本語の起源を探究した本まで、たくさんありました。日本語とタミル語の関係、現在の日本語の語
源は何か、私の日本語の学習の大きな助けになりました。

言語の学習は、必ずその言語の歴史の発展と言語と関係のある文化を学ばなければなりません。

例を挙げます。

英語とラテン語はインドヨーロッパ語に属しています。英語学習の時に、ラテン語の語根をいくらか理解していれば、英単語の記憶と理解がより深いものとなります。たとえば
ラテン語の“母”--“mater”は、英語では”母のような”--“maternal”に反映されています。その中にはいくつか例外もあります。たとえば英語の”雨傘”“umbrella”、ラテン語の語
根を結び付けてこの単語を考えると”パラソル”という意味となるはずです。

学校の国際クラスは第2外国語の選択があり、私はフランス語を選びました。フランス語とラテン語は同じラテン語族に属します。フランス語の先生は日本語がとても上手なフ
ランス人で、彼はドイツ語とラテン語を7年学んだ経験があるので、彼はフランス語の単語と英語の単語について説明する時、ラテン語の語根を結び付けて、単語の構成につい
てより深く理解させてくれます。

フランス語の授業を受ける時はいつも、私は、中国の英語教育もこのようにそれぞれの言語の文化と、言語関係の文化知識を結び付けて教えることができれば、どんなにいいだ
ろう。

言語自身は文化の集大成です。強大な国家と民族、その文化と言語もその他の言語と文化に対してとても大きな影響力があります。過去であれ現在であれ、あるいは将来でも、
同じです。だから、言語に関連する歴史と発展を学ぶ時には、いっそう系統的に世界の歴史、それぞれの民族の盛衰、彼らの交流、宗教間の関係と影響、知識と知識の衝突を勉
強しなければなりません。これらを理解したうえで、現在のすべてが歴史的な必然であることがわかります。

これにはきわめて高い論理性があり、芸術の美感をも満たしました。

私はこのすべてを引き続き学ばなければなりません。

曾静好さんの日記



期末テスト

2015.11.29

中間テストを一回経験して、「試験」という言葉の概念がひっくり返されました。

日本のテストは、先生から生徒に出題範囲を教えてくれます。どの課やどのような出題形式とか。私は最初にあくまでもちょっとした参考だろうと思いました、テストにはほか
にも出されると。けれど、現代文の問題用紙を見たら、その出題範囲は正真正銘の出題範囲だと分かりました！まさか原文そのままでした！

原文を復習しなかった私は、騙された気分にもなりました。

中国の出題範囲を思い出してみると、それは嘘ばっかりでした。出題範囲があったといっても、いたずら好きの先生は、テストに範囲外の問題や、だいぶ前に勉強した問題を混
ぜていますから、どこから復習すればいいかは掴めなかったです。

おまけに、答え合わせすらどこからやればいいかもさっぱりわからないくらいです。

日本の学校の出題範囲がまさに正真正銘の出題範囲なんだな……

でも、科目が多いことと、すべてテキストの知識で、出題範囲もテストの二週間くらい前でないと出されないから、時間的にはあまり十分とは言えません。そのため、すべての
ポイントを掴め、きちんと復習をこなせ、高得点を取ろうと思えば、必要とされる時間は中国より少ないことはありません。

テストとはね、どこにおいても努力が必要なんでしょう。

もうすぐ期末テストです。出題範囲も提出物の締め切りも出されました。

まあ、ここまでにして、復習に入ります。

友よ、さらば(泣)

曾静好さんの日記



俳句を作りました

2015.12.07

先々週、学校の日本語の授業で、俳句の書き方を習いました。

先生は：「せいこうちゃん、今週の宿題は自分で俳句を作ることよ。日記のような俳句でいいから、なにかつくってみ。きっとおもしろいよ。」

５７５の原則に従って俳句を作るのはとても難しいです。なぜかというと、自分の見たことと思いを１７文字に絞るのは難しいのです。

「はい、できるだけ作ってみます。」と、わたしは応えました。

最初の考えは宮島でみた秋の美しい景色を描いてみたかったです。先生に見てもらったあと、こんなぶんを作りました：

振り向けば　一筋のくも　空高く

秋の空は他の季節に見た空より高く見えますからね。

そして、その一筋のくもは飛行機雲です。その一直線に遠くまでのびた雲の様子を書き記したかったですね。

でも、このぶんだけじゃたりないと思いました。もっと自分の思いを景色への描写に溶け合わせたかったです。

約二年前、伊賀市市長様へ自分の作った俳句をプレゼントにして贈りました。当時作った俳句は：

この思い　りんごが落ちた　あの日から

りんごが落ちるっていうのは、ニュートンによって発見された万有引力の法則のことで、とても遠い日のことを指しています。この思いは長い長い時間の中でずっと続いている
ということです。

「でも、ここには小さな間違いがありますよ」って先生は言いました。「リンゴは冬のものですから、熱い思いにちょっと似合わないかな？」

確かにそうですね。

今自分でいろいろ考えた後、冬の思いもいいじゃん。大雪が降って、大風が吹いています。私の思いはその凛々しい風を貫いて、遠くまで届いています。

その後、私はやっと自分らしい俳句を作りました。

自信作です。

刀鍛冶　稲妻模様　空に咲く

刀が鍛えされていて、火花散る。その時、稲妻が花のように空に咲いて、空を裂いて、世界を照らす。これは夏の夜かな？

実は、この「稲妻模様」がもう一つの意味があります。それは、日本刀の刃にある模様のことです。その模様は稲妻に似ていて、光を反射すると、稲妻が空に咲いているように
見えますから、その模様は稲妻と名付けられました。

世界三大名刀というのは：ダマスカスの刀、マレー民族の一種類（ここの日本語の言い方が分かりません）の剣と日本刀です。

ダマスカスとマレー民族のいる所に優れ鉄鉱石や金属がありましたから、世界一の刀や剣を作ることができます。日本はそれと違って、鉄鉱石と燃料は不足していて、いい刀を
鍛えるのは大変難しかったです。刀鍛冶さんは温度をコントロールして、刀に入った鉄と炭素のバランスを調整して、その刀を戦士に渡しました。戦士は刀鍛冶さんの気持ちが
入った刀を使って、刃と刃がぶつかり合っている瞬間に出た電光石火のような刀のイカズチとイナズマが空気を舞って、輝きが出してきます。

空に咲く稲妻と同じような輝き。

なんて美しいのだろう。

てかいつの間にか刀の話になりました。失礼いたしました（笑）

これから、私はもっとおいしい文とか俳句を作りたいです。

これは日本語で投稿されたものです

曾静好さんの日記





潮のような眼差し

2015.12.24

イヤホンは玉置浩二の『friend』が流されている。

さようならだけ  言えないまま

君の影の中は

今涙が   落ちていく

冷たくなる  指 髪 声

2人暮らしてきた かおりさえが

消えていく

思い出には できないから

夢が冷めてもまた

夢見る人 忘れない

さっき心連心の月例報告をもらった。ハサミで切って、開けて、なんかいつもの月例報告と違って、硬くて重いものが入ってる。

それを中から出して、それを一番後ろから見始めた。

一期生から十期生の記念写真がそこに載っていた。ちゃんと一期生から十期生の違う時間を分けていたのだ。その下のもたぶん先輩たちの写真だと思う。

8期生の中、なんなんという先輩がいて、2年前は舟入にきて、一年間の部活の時間は剣道部で過ごしてきたのだから、先輩たちに聞いてみた。返事はまだかな？

その後、自分の顔がいた写真を見つけたら笑った。何だ。もうみんなと別れていたのか。もう2015年が終わったのか。もう日本にきて四ヶ月経ったのか。今の私はもうその頃
の自分じゃないのか。

私の目に映っている9月の私の笑顔。懐かしくて愛しくて。

多分周りの人からみると、その時の笑顔は今の笑顔は同じじゃんっていう人もいると思う。

中身は変わったのだよ。いつの間にか。

成長したのかな。

カレンダーの一番後ろから見ているのを気づいて、一番前から見始めた。

ああこれ！面接の時撮られた写真じゃないか！と、嘆いた私。なんて懐かしいのだろう。

また自分の顔を探し始めた。ん？なんか十期生のかたまりにいないね。ああここか！やっと見付けた。

最初のページは私たちの写真で、その後のカレンダーの上に載っていたのはたぶん、一期生から10期生のみんなの写真だ。

先輩たちの部活の写真、文化交流の写真、美術館とかを見学していた写真、みんながダンスをしていた写真、なんかの発表の写真、私たちの研修の写真…いっぱいあった。

時間の流れを見たような気分だった。

それを見ながら、何と、涙が落ちて、たまらないほど。別に泣いたわけじゃない！私泣いてないよ！

でも、涙が落ちたのが速くて速くて、悲しいのか感動して嬉しいのか気付くことができないぐらいだった。

そこにかいてあるのは、私たちの知らない先輩たちの思い出と私たち各自の学校の先輩たちの思い出。そして、必ず私たちに伝えてくる、中国と日本の先輩たちの熱い思いと信
念。

知らなくても、きっとわかる。何年か前、先輩たちは今の私たちと似たようなことを経験して、一生懸命困難を克服して、日本の高校生たちと友達になって、7月になったら中
国に帰って…その後のストーリーは私たちはまだ知らないけど想像できる。

振り向けば、ひとすじの雲、空高く。どこまで続くのかわからない。

曾静好さんの日記



振り向けば、この四ヶ月間は大変だったけど、後悔したことはなかった。もしもう一度選択するチャンスを与えてくれたら、きっとまた日本にくる。きっと今のみんなと出会わ
せる。半年後の別れはきっと辛くて悲しいのは、その出逢いは美しすぎたからだ。でも別れは悲しいから出逢いを辞めるのは無理。なぜかというと友達になる過程・愛する人に
なる過程はその出会いより百倍以上美しいからだ。

で、私はこんな場面を想像してみた。

広島

人混みの中

無意識に振り向いて、人混みに、あの眼差しと目合わした

潮のような人の流れ

君の眼差しも潮のよう

潮のような私の気持ち

その時もたぶん、反応できないほど涙が落ちるのかな。

この長くて短くい4か月。10年すぎて、砂時計のように時間は麗しく流れていた。

その時間の流れを見て、感動して、涙が落ちたのだろう。無数の出会いと始まり。

心連心の先輩たちと先生たちがともに作り上げた交流の懸け橋。私たちの顔は同じ紙に刻まれて、その交流の影響は永遠へ続くのだろう。

最後に一言:カレンダーに刻まれし 我らの時間 ここに証明を 



これは日本語で投稿されたものです



中国地方統一！

2015.12.24

ここには呉嘉洺さん一人の写真しかありません。

今日岡山の金瑩順さんが彼女の先生と同級生達と一緒に広島に遊びに来ました。その後、午後に私は彼女と一緒に街をぶらぶらして、服を買い、ご飯を食べ終わってから小物を
買いました。

道中はずっとおしゃべりしていて、彼女の学校の事、寮の事、友達の事を話しました。私もこちらでの事をたくさん話しました。

先週の日曜日に呉嘉洺さんが広島に遊びに来ました。彼は自分で新幹線に乗って来ました。朝10時半に広島駅で私と合流し、一緒に昼ご飯を食べて、映画を観に行き、彼を連
れてまた宮島に行きました。そこのあぶり生牡蠣食べ、夕食を食べ終えた後、彼を駅に送り、私も帰りました。

この2回、2人の岡山の友達を連れて広島焼き村に行って広島焼きを食べました。めちゃくちゃおいしかった！

3ヶ月目が終わり、ついに短期旅行に行けるようになりました。そこで岡山の友達は積極的に私のいる広島に来てくれました。

今日は広島地区留学生統一の日です！この偉大な日！

私もいつか岡山に行こう！

先生、許可をください！

曾静好さんの日記



ようやく面をつけた

2016.01.09

剣道部に来てもう半年間たちました。今週の木曜日くらいかな、先輩たちが、入部してもうだいぶ長いですね、今日は面をつけましょう。多分実戦は無理かも、でもやはり前も
って面をつけて慣れておきましょうと言ってくれました。

そして、先輩は面のつけ方を教えてくれました。

初めて面をつけた感想は、これ、本当にとっても臭いです。剣道の面は洗わないものなので、消臭スプレーをするだけでは、あまり効果はないなあと思います。

そして頭に竹刀で打たれた感じを体験しました。打たれる度に、少し息がしづらいから目を閉じてしまいましたが、そこから生じた問題は：目を閉じてしまうと、相手の動きが
見えなくなりますね。

この何日間は一人で練習する時に、ますます頭を空っぽにしてしまい、剣の魂を体験しています。

時には、剣道と西洋剣術との類似点を考えたりもしています。このネタについては、またそれをテーマにして文章を書こうと思っています。

曾静好さんの日記



夢即ち現実

2016.01.10

私はその日にある夢を見ました。自分が金庸小説の丐帮帮主が持っている打狗棒を手に、軒から軒に飛び移り、壁をつたい走りしている夢を見ました。緑色の竹棒はまっすぐで
強く、竹の節がはっきりとしていました。夢から覚めた後に、物語の内容は覚えていませんでしたが、ただ手に持っていた打狗棒だけははっきりと目に浮かべることができま
す。

フロイトは、夢は人の潜在意識の現れである、と言っています。

夢の中ではっきりとしている事は全部現実上で象徴的意味があります。私は思い浮かべてみました。打狗棒、竹の棒、この夢は剣道の竹刀のことではないでしょうか？私はそう
だと思います。

金庸の小説の中で、打狗棒は最も不思議な武器で、打狗棒法も最も特殊な武功と言えるでしょう。刀剣ないしは拳術は人を死地に追いやることができますが、打狗棒法で敵を打
ち殺した侠客の士はいません。打狗棒法は武術界の中で、いかなる流派の影響も受けず、ただ丐幇帮主の間で歴任し代々伝えられ、（楊過は例外です）築かれた流派です。すべ
ての武功の中で打狗棒法だけがこの形をとっています。

黄蓉でも、洪七公でも、楊過でも、ひいては2法をこっそり学んだ郭襄も、彼らが打狗棒法を使ったのは敵を殺すためではありません。打狗棒法の名は聞いたところ俗っぽく攻
撃性に満ちていますが、最も人を傷つけない武功です。それは敵に”巧”という意味で勝ちます。

人を傷つけないが、攻撃性をもつ方法は、丐帮帮主が代々受け継ぎます。丐帮帮主とはどんな人でしょう？彼らは武功の最高峰の人ではなく、義侠心があり、人を守る愛情を持
つ人です。

武術を修行して最高峰に至った人はみんなそうであり、例外はありません。

武功だけではなく、現実の生活の中で、個人思想ともっと大きく関わる各領域で、トップに至ったすべての人もみんなそうである。最後に賭けるのは努力でも素質でもなく、そ
の人の精神です。棋士の呉清源は宇宙と人生に対して更に包括的な見方をもっていて、碁盤上のこの戦場シミュレーションでは彼は向かうところ敵なしです。毛沢東と曹操の二
人は生まれつきの将校で、彼らの詩の中でいつも自分の世界全体に対する巨視的、且つ全体的な見方を表現しており、これが彼らが勝利できた重要な要因です。毛沢東—“欲与
天公试比高（訳：天と高さを競っているようだ）”；曹操は《述志令》でこう書いています：设使天下无有孤，问几人称帝，几人称王。（訳：もしも天下に朕がいなければ、何
人が帝位につき、何人が王と称したであろうか。）

私の心の大きさは、碁盤の上で表現しており、私の文字の間隔で表現します。人の表情や、歩く姿勢をみて、私はその人が大体どんな性格であるかを当てることができます。私
の潜在意識は私が得るすべてと私が習得できるすべてのこと、私が影響する全てを支配しています。

日本に来て、私の最大の変化は自分の能力の範囲に対する見方です。以前、自分の夢が大学で心理学を学んで、自分の心の病に気付かず、子供の健康的な成長に影響を与える親
たちのことを治療することです。中国国内では、このような両親はとても多いと思います。私は子供たちの苦痛がわかるので、全力で彼らを助けたいと思います。今でも、私の
夢は変わっていませんが、最も重要な部分が変わりましいた：今の私は国を愛しているからこれらの事をするのではなく、人類全体、更には世界全体がもっと良くなり、もっと
健康になることを願い、私はその願いのために自分の力を捧げます。

国から、人類全体となり、最後に世界になりました。留学して私は世界が１つであるということがわかりました。私達は最終的にはこの全体のために奉仕するのです。

私の心の中で、国という概念はだんだん薄くなって、いろいろな文化の違いとそれらの文化の発展を促進させる交流のことを考えています。国は政治上の境界なだけで、私達が
留学するのは異なる民族文化の交流のためなのです。

だから最近は時々、”愛国”という言葉は、とてもちっぽけであると考えています。この言葉は国家間の境界線をぎこちなく分けていて、おもしろくないです。”私は自分の故郷
が大好きです。故郷は私を育ててくれ、精神上故郷に対して特別な依頼心があります。だから私の心の中の故郷は代替えがききません”という考え方が私は比較的好きです。

すべての若者はみな、人生の黄金期に海外に行き、世界がどのくらい広いかをみてみるべきです。私は中学・高校時代が黄金期だと思います。なぜなら、この期間にゆっくりと
自分の思考法を確立していて、外に出て見ると、私達の思考方法に柔軟さを加え、輝きと活力に満ちたものにしてくれます。これは私達の長きに渡る生活に影響します。

曾静好さんの日記



萩・津和野への旅行

2016.01.25

土曜日は韓国の留学生と彼女のホストファミリーのお母さんと一緒に萩・津和野へ旅行に行きました。

大雪でした。

幾重に続く鳥居を見に行きました。

地元の郷土料理を食べてから温泉に行きました。

曾静好さんの日記





大雪

2016.01.25

朝は学校に行きます。駅の外は大雪が降っていて、屋上や車の上に厚く雪が積もっています。

そこでふと小龍女（金庸の武俠小説『神鵰剣俠』のヒロインです。―訳注）が言ったことを思いだしました：今年は大雪ですね。去年も同じくらいの大雪だったと覚えていま
す。去年の雪はとっくに融けてしまって、今年の雪もいずれか融けてしまうですね。去年の雪は果たして今年の雪なのでしょうか？

その発言に対して、一燈大師（金庸の武俠小説『神鵰剣俠』の人物です。―訳注）は「禅の思考である」と評価し、小龍女と楊過（小説の主人公で、小龍女の恋人です―訳注）
このカップルの凄さに感心しました。二人とも若いにもかかわらず、一人は武功が優れ、もう一人は人生の真理を悟ったようだったからです。

人間の物に対しての思考は概ね3つの段階に分けられます。

一つ目の段階は：「鹅，鹅，鹅，曲项向天歌，白毛浮绿水，红掌拨清波。」

（唐詩の引用です。ガチョウの姿を描いています。―訳注）

この詩を書いたのは子供です。彼は自分の見たガチョウと周りの景色をこの短い詩に書き込んでいます。教科書のこの詩への解説は：子どもならではの趣に満ちています。

私が見たそのものは、そのものありのままです。

二つ目の段階は、「竹石」（清代の画家、書家である鄭燮の詩です。―訳注）です。

「咬定青山不放松，立根原在破岩中。千磨万击还坚韧，任尔东西南北风。」

（「竹石」の詩の引用です。竹は山の岩に根を伸ばし、いくら風に吹かれても動揺しない様子を描いています。―訳注）

竹を見て自分のことを思いつき、自分は竹のように、真っ直ぐで、つやつやと緑輝き、強靭でいたい思いです。

三つ目の段階は、陶淵明（魏晋南北朝時代の文学家です。―訳注）のその詩です―「采菊东篱下，悠然见南山」。（陶淵明の詩「飲酒」の引用です。―訳注）

柵のところで菊の花を摘んでいる時に、ゆっくりと頭を上げると、南山が目に入ってきます。

作者の感想は直接に書いていないけれども、そののんびりした様子は紙面に浮かびます。

この3つの段階は以下になります。

一つ目の段階は、心の中は空っぽで、ありのままにものを見ています。

二つ目の段階は、私は世間のあらゆるものから人間として必要とされる性質、例えば竹の強靭さや山の重みのある穏やかさ、そして海や空の包容力とかを味わえます。

三つ目の段階：もうすでにそのあらゆるものは、私の心の中でどんな精神や性質の象徴であるかについて考えていません。山は山で、木は木で、あなたはあなたで、私は私で
す。

心の中は純粋さが広がり、優雅に微笑んで、静かに手に持った花を眺めて、なんていう美しい花でしょう。

曾静好さんの日記



中間研修

2016.02.13

昨日は中間研修の最終日だった。

気付いたら、中間研修はもう終わった。早くて気付けないほど。

それは幻で夢みたいな五日間だ。

8日の午後、新幹線の中で、包雲清と再会して、その後金ちゃんと呉くんと再会して。半年は想像よりずっと早いなあと感じた。

その日の夜、みんなと餃子を作った。楽しかった。海外で家族の温もりを感じたみたいだった。

その後の日に、みんなと和菓子を作ったり、留学の経験を交換したり、寸劇をつくったりして、本当に楽しかった。

みんなからもいっぱいアドバイスをくれて、寸劇でたくさんのことを習った。その上、みんなも私と同じような困難にぶつかったということを知って、自分は一人じゃないとい
うことを知った。

みんながいてよかった。

最後の日に、みんなと奈良に行った。お土産を買った時、明日はもう帰らないといけないんだと感じた。みんなと離れたくない。けど、留学はまだ半分しか経ってないから、こ
の先にはまだまだ戦いがある。

研修で自分は一人じゃないと知ったから、これからの留学はもっと頑張れる。

愛してる。ありがとう。

これは日本語で投稿されたものです

曾静好さんの日記



会話

2016.02.22

中間研修の時、シンレンシンの先輩が来てくださいました。

東京で行われた研修の時もそうでした。先輩たちが来てくださって、留学のアドバイスや大学入試の経験などをたくさん教えてくれました。

去年9月の時もこんな感じがしたんですけど、今はもっと強烈に感じています。

それは

10年間の時間は重ね合っているということです。

十年前、シンレンシンの一期生は日本に到着して、彼らの一年間の留学が始まりました。

同じようなことは、10回もありました。私たちはその記念すべきの10期生です。

ちょっと前にシンレンシンからのカレンダーを見た時もこんな気持ちでした。この10年間の時間の流れを見た気がしました。で、先生が一つのことを教えてもらいました:せい
こうちゃんは10年間の留学生の329分の1だよ！

中間研修の時阿南所長が教えてくれたんですけど、日本人と中国人への調査によると、80%の中国人は日本が好きではない、同じ比率の日本人は中国人が好きではないという
ことを知りました。

80%は大きすぎるデータだと思います。

その時、私は329という数字を思い出しました。

私たちは80%という結果を変えるのか？私たちが日本に留学に来た意味の大きな一つはその膨大な比率を変えるんではないかと私は考えました。

面白そうな計算をしてみました。

日本の学校なら、一つのクラスに10人から40人ぐらいの生徒がいます。

クラス、部活、ホストファミリー、日本の他のどこかで作った友達、その数をたしてみると、ん…一人の留学生が作った日本人の友達を100人ぐらいかな？平均で。

かけ329にしたら、三万人ぐらいかな？

3万の日本人は私たちと先輩たちの友達になりました。日本の人口からみると、100分の1にも足していません人数です。

でも考えてみると、私たちと友達になった人はみんな、日本の高校生です。それは国の未来を支える大切な柱で、国の未来を築く希望なんですよ。

彼らは中国から来た留学生と友達になって、中国の良さを知った後、この国が中国へのイメージや態度を少しずつ変えるかもしれません。その80%という比率も彼らのもとで
大幅に下がるかもしれません。

私たちは、中国に帰ったら、中国の友達に日本の良さを伝えて、本物の、本当の中日友好の架け橋になれるかもしれません。国家と国家にとっての意味はそれではないんです
か。少なくとも、私はそう思っています。

中国に帰ったら、任務は日本にいる時よりさらに困難で重大になる。なぜかと言いますと、中国の人口は14億人。80%という数を変えるには、さらに強い力が要るはずです。

中間研修の時、私もこんな発表をしました。

『私たちの中の誰かが13期生14期生…100期生たちにアドバイスや経験を教えてあげられるかもしれない。』九十年後の中日関係はきっとみんなの力でもっとよくなるでしょ
う。

私は私たちの信念と力を信じています。いつか、夢が叶える。

(佐藤先生:せいこうちゃんの日本語はまだまだだよ！もっとちゃんと勉強しなさい！

そう:はい！やります！)

佐藤先生も他のシンレンシンの先生たちも本当にありがとうございました。みんなの日記にコメントを書いてくれるし、いろいろ教えてくれたし、感謝の気持ちは多分この一言
ではちゃんと伝えきれないだろうけど、みんなの努力に応えるにも自分はもっと頑張らないといけないと思っていますから、きっと…

これは日本語で投稿されたものです

曾静好さんの日記





声優の体験入学

2016.03.14

昨日、私は代々木アニメーション学院の声優タレントコースの体験入学に参加しました。

六年前、家庭教師ヒットマンリボーンというアニメのライブを見て、とても感動しました。声優という面白くてかっこういい仕事を知った私は、声優になることを目指して日本
語の勉強を始めました。

今の私はもうその夢を持っていないが、あのとき、自分が思っていた夢を少しだけでも実現するのはとても幸せなことです。

昨日はアフレコの体験もしました。

とても勉強になったし、楽しかったです。

アフレコのとき、こえだけじゃなくて、全身全体をそのキャラクターに代入して、台詞を読んだら、自然にいい表現が出てきました。

これは日本語で投稿されたものです

曾静好さんの日記



球技大会

2016.03.17

実は、中国語でこの日本語のタイトルを打ちました。なぜなら、「バレーボールの試合」よりは、「球技大会」のほうがかっこよくて、しかも日本の高校の雰囲気があります。

二日間の試合で、体中は筋肉痛です。数人のクラスメートは怪我までしていましたが、幸いひどくはなかったです。気の毒です。骨折も回復には向かっていますが、うちのクラ
スの小林くんは怪我を負いながら出場しました。手に包帯を付けたままで、本当にすごいと思いました。

うちのクラスは、女子の人数がほかのクラスの二倍いるので、女子は二つのチームに分けられ、αチームとβチームで、私はαチームです。

みんな頑張っていました。観戦の人は自分のクラスのチームを応援していて、天まで届くような大声で、「頑張れ！」、「集中して！」、「落ち着いて！」「（応援しているチ
ームが点数取れなかった時に）大丈夫、まだチャンスある！」と叫んでいて、本当にグループの暖かさを感じました。

そしてうちのクラスのβはほぼ完勝でした。最後の決勝は引き分けになったので、延長戦に入りました。延長戦には勝てなかったです。いつもあれほど集中して真面目なクラス
メートを見ていて、負けた時に抱き合って泣いているのを見ていて、本当に感動しました。

余談ですが：一日目は、陽射しがそんなに強いとみんな予想せず日焼け止めをつけなかったから、翌日の朝に顔を合わしたら、ほとんどの人が丸くチークを付けたように見えま
した···私もそうです···そして今日はシャワーの時に、顔にお湯があたったらさすがに痛かったです···応急措置としてアロエクリームを買って顔に塗っておきました。その謎のよ
うなずきずきと痛い感じは本当に目が覚めるくらいです···泣かないで、今度はちゃんと日焼け止めを···みんなも気をつけましょうね！！！

曾静好さんの日記



桜

2016.03.17

その日、日本の桜はもうすぐ咲くとネットでニュースを見かけました。

広島ならだいたい３月２９日前後でしょうね。もうすぐです。

一番早かったのは沖縄で、北海道は一番遅いので、日本の桜の開花時期は、南から北へと徐々に登っていくはずですね。２月末から５月初めまでにかけて、桜前線と呼ばれてい
るようです。

でも、うちのクラスのみんなは、春休みにカナダへ語学研修に行きます。私一人だけ日本に残ります。桜の花見も一人で行くしかないようですね。

寂しいよ。

カナダに行きたいけど行けないです。

まあいい、こちらでしっかりと勉強（遊び）しましょう、剣道部の先輩のところにも遊びに行けますし。

クラスメートは明後日、日本から発ちます。

カナダを楽しんできてね！

曾静好さんの日記



春休み

2016.03.18

今日学校に半日いました。主にホールで先生と名門大学に合格した卒業生のお話を聞きました。

明日、クラスメートたちはカナダへ研修に行きます。ホストファミリーの妹も行きます。

私自身も、春休みにやらないといけないことがたくさんあります。たとえば英語力を少しアップさせたり、それから広島の自然環境の良いところへ散歩に行ったりすることで
す。

ほかに何かできるだろう。あそうだ。

いつものように。

日本語を勉強します。

あとは女子力もアップさせないとね。

曾静好さんの日記



愛

2016.03.18

今日は雨の日です。

私はたくさんの荷物を持って電車で学校から家に帰ります。

電車に乗って席に座りました。1駅乗ってから、親子2人連れが電車に乗ってきて、私の隣に座りました。お母さんは赤ちゃんを抱いていて、赤ちゃんの足は私にぶつかりまし
た、赤ちゃんを見たら、彼女の顔になぜか傷跡がたくさんありました、見ると心が痛みました。

お母さんは赤ちゃんを抱いて、赤ちゃんは泣きだしました、お母さんが赤ちゃんの背中を軽くたたいて、やさしい声で話しかけたら、赤ちゃんは泣きやみました。抱っこした姿
勢だと、赤ちゃんは体でお母さんの心臓の動きを感じることができます、それは世界で最も安心を感じさせる音です。私は中国にいるお母さんのことを思い出しました。

私はお母さんが恋しいです。

数年前、母方のお婆さんは糖尿病高血圧で亡くなりました。その日の夜、叔母は泣きながら私に言いました：好好、叔母さんにはもうお母さんがいない。

その時叔母がたいへん悲しい思いをしていたのは分かりましたが、その悲しさの重みは理解できませんでした、なぜなら私のお母さんはまだそこにいるからです。日本に来てか
ら、やっとその悲しさを自分の身で感じることができました、しかしまだ100％理解できません。私のお母さんは中国にいて、飛行機に乗ると数時間で着ける距離だけど、近く
て、遠いです。私はお母さんに会えるまであと4カ月待たなければなりません。

その日の夜私は眠れなかったです、叔母のあの言葉がずっと耳に響いたのです。

好好、叔母さんにはもうお母さんがいない。

私はベッドで横になって、その言葉に含まれた大きな悲しみを一人で噛みしめて、思わず涙が泉のように湧いてきました。

夜中の2時になっても、私はまだ寝られませんでした、暗やみの中で携帯電話を見つけて、お母さんにwechatでメッセージを送りました。

お母さんのことが恋しくなりました。

お母さんは夜中の4時に私に返事をしてくれました。好好、お母さんもあなたのことを想っています。

私はよくお母さんとビデオチャットをします。彼女は家の小猫を私に見せてくれます。ビデオチャット以外、また赤ちゃん猫の写真もよく私に見せてくれます。

「赤鼻はまた彼のお母さんと遊んでいます、お母さんのしっぽで遊んでいます。」

「小猫は大きくなって、2階へ遊びに行けるようになりました。」

ずっと私に小猫のことを話していました。しかし私はただ一つだけ聞こえました、それは。

好好、お母さんはあなたのことを想っています。

好好、お母さんは今日もあなたのことをたいへん想っています。

わかってますよ。私は彼らのこともお母さんのことも想っています。

私はまだ子供がいないので、自分の子供がそばにいないとどんな感じか分かりません。しかし私は小猫の写真を見ると少し分かったような気がしました。この理解したつもりの
気持ちは本当の母親が子どもを想う気持ちの１％にも及ばないかもしれませんが。

時には鏡を眺めていて、鏡の中にいる自分に笑って、またすぐに涙がでました。

お父さん、私は本当にあなたにそっくりです。

8月の末になって、お父さんは毎日私が日本に行くまでにあと何日あるかを数えました。彼は毎日私に聞きました：好好、あなたのことが恋しくなったらどうしょう？

お父さんは自分に聞いているのではないかと思いました。

あなたが恋しくなった時、どうしたらいいですか。

その時私は冗談で言いました：鏡を見たらいいじゃない、私たちそっくりだから。

好好、お父さんが恋しくなったらそうするかい？

そうだよ、私も鏡を見ます。

曾静好さんの日記



私は今鏡を見ていますよ。見えたのはお父さんです。お父さんとそっくりの笑顔です、私はあなたと違うのは性別だけで、他は、全部あなたから学んだのです。物の考え方も手
を取って私に教えてくれたのです。でも、私には自分なりの考え方もあります。問題にぶつかるたびに、自分で考えてから、お父さんだったら、どう判断するだろうと思いま
す。

この前あなたは真顔で私に言いました：好好、もしお父さんがいつか死んだら、あなたは泣いてはいけませんよ。人間はみんな死ぬのだから。私を思い出したら笑ってください
ね、あなたに楽しい思い出しか残したくありません。

私も笑いたいですよ、でも今は笑えません。

今ただ一言だけ覚えています。

静好よ。お父さんはあなたのことが大好きだよ、分かる？

お父さんはあなたを愛しているから。

静好よ、小さい時から、あなたを自分の女神として育ててきたのだよ。

静好よ、子供に積極的な言い方で愛を表現できない親もいますが。私はそうしません。

私のお母さん。彼女も私に言いました。

静好、お母さんはあなたのことが大好きです。

私はやっと感じました。私はWechatであなたたちに伝えたいです、あなたたちのことがとても恋しいです。

二人ともいてくれて有難うございます。

言葉で私のことを好きだと言ってくれて有難うございます、あなた達の愛が、海外にいる私に世界で一番強い自信を持たせてくれました。

私もあなた達が大好きです。

優しくしてくれたからあなた達にも優しくしたのではありません。親孝行をしているわけではありません。

愛があるからです。

いつも私のことが好きだと言ってくれて有難う。

お父さんとそっくりの顔をしていてよかったです。まるで私のそばにいるみたいです。

好好、お父さんは永遠にあなたの味方ですから。何も恐れることはありません。

好好、お母さんはあなたのことを愛しています。時々表現に問題があるかもしれませんが、許してね。

謝らないでください、心が咎めますよ。

お父さんお母さん、愛してます。



あの日、私は夢を見た

2016.03.30

その日、クラスのみんなはまだカナダにいた。

目を覚めたら、いつもとかわらない天井板。いつもとかわらない枕。

でも変わったのは、この気持ちだった。

こんなゆめを見た。

私は中国に帰って、家に着いたら、すぐ泣いちゃった。目の前に浮かんできたのは、日本の友達や先生の顔、そして、ホストファミリーの顔だった。涙が止まらなかった。

もしそんな夢を見なかったら、私は今の自分はどれだけ日本が好きというのを知らなかっただろう。

目を覚めたら、なんかほっとした気分になった。

ああ、その夢は現実じゃなくてほんっとうによかったよ！と嘆いた私。

その後、クラスの子にラインでメッセージを送った。

『ねえねえしゅか、聞いてよ。昨日の夜めっちゃ怖い夢をみたんよん』

夢の内容を言ったら、しゅかはすぐ返事をしてくれた。

『大丈夫よ！今はまだみんなと遊べるし、残りの三ヶ月、もっと一緒に遊ぼう！』

私はとても感動した。

一年間は短いというのを、今まで感じられなかったが、今の時期でやっと夢で見た。

ちょっと怖かった夢なんだけど、なんかその夢のおかげで、今の時間の大切さを知ったから、わりとよかった気がする。

ん...

頑張っていこう！

これは日本語で投稿されたものです

曾静好さんの日記



桜吹雪+ホストファミリーのなつちゃんが帰宅+Wechat公式アカウントで文章を発表することが決定

2016.03.30

朝8時過ぎに起きて、午前は同級生と一緒に桜を見に行きました。今桜が咲き始めたばかりで、まだ満開になっていない木もあります。同級生と一緒にお弁当を食べたり、お喋
りをしたりしてから、漫画図書館へ行きました。

「静好、何か分からないことがあったら聞きに来てね、私は近くにいるから。」と同級生が私に言いました。

本当に優しい同級生です！

あそうだ、今晩8時半、クラスメートたちが広島空港から広島駅に着きました。

ホストファミリーのなつちゃんも、帰って来ました。

うれしいです！今日の彼女はとても美しいと急に思うようになりました…

彼女はお土産にウサギのチョコレートをくれました。渡してくれた時、包装紙で包まれていたので、小さな自由の女神像のような物だと思いましたが、このタイプのお土産だと
思いませんでした。ハハ！

そうだ、そのチョコレートは200グラムで、ちょっとカロリーが高そう……食べるとどれだけ太っちゃうだろう……それにかわいすぎます……しかもなつちゃんからのお土産な
ので食べるのがもったいないです！

どうしよう！

今日は本当に春休みの中で一番めでたい日です。

あと、先週私は前書いた文章を心理学を学んでいる年上の友達に見せると、彼女は私に提案しました：専門の雑誌に投稿しましょう。このレベルだと絶対大丈夫ですよ。

そのあと、心理学関係の仕事をするお父さんに、専門の雑誌を知っているかと聞きました。しかし彼も知りませんでした。でもその後お父さんは私に一人の編集者のWechatID
を教えてくれました。

「この編集者と連絡して、文章を送ってください。彼女がいいと言えば、間違いなく載せてくれるでしょう。」

それで彼女に送りました。彼女は見てから、神話に関するものは完全に分からないですが、精神分析の角度から神話の解釈ができたことを評価してくれました。結果は、
Wechat公式アカウントで発表することになりました。現在すでに7千件以上のアクセスがありました。

誇りに思います！

この文章は何ヶ月か前に心連心のウェブサイトで発表したもので、神話分析に関する文章でした。

日本語の古文をよく学んで、日本の神話を原文で読むつもりです。

神話を読むのがとても大事です。

今日は本当にめでたい一日でした！

曾静好さんの日記





クラスのかわいい仲間たち

2016.04.19

今のクラス、みんな優しすぎるよ。

九月のスピコンから前の作文コンテストや、スピコンの原稿を見てくれるh君。

カナダの語学研修に行って、帰ったら私にお土産をくれたmちゃんとsちゃん。

日本の化粧品をたくさん教えてくれたshちゃん。

日本語の難しい言葉をたくさん教えてくれたm君。

半年間ずっと英語を教えてくれていたウイリアム君。

一緒に唐揚げを食べにいった韓国のすみん。

日本語の変な言葉をたくさん教えてくれたk。

私はなんて幸せなんだろ。

これは日本語で投稿されたものです

曾静好さんの日記



夢でみた小さなストーリー

2016.04.24

「どこにいく？」「ついてきたらわかるよ。」町は奇妙な光を放っていて、眩しくて暗い光だった。太陽と月は同時に空に姿を現して、どっちも地平線を出るか入るかわからな
い景色になった。突然、君はどこかのビルに入って、螺旋階段を何階も降りた。

目に写したのは広いホールだった。無数の時計やクロックがそこにあった。彼らは無声の歌を歌って、ここに来たお客さんに時間の流れのなかで出会った全てを語っていた。

空に映っている星々は巨大な顔で、彼らに微笑んだ。

君はそっと繋いだ手を離して。

「時計に刻まれし、我らの時間、ここに証明を。」

これは日本語で投稿されたものです

曾静好さんの日記



剩下的时间

2016.05.17

如题。

心情非常复杂。

虽然习惯了日本的食物，除了少数苦手的吃不了，其他的都是大爱。可是最近我发现，在日本无论吃得再饱，精神都得不到满足。我知道，我想家了。并且这种感觉日益加深，有的
时候非要看看手机里存的中国美食的照片才能入睡。

被中国美好的食物滋润了十六年的我，离开了他们就像离开了地球的人类。即使去了外太空，心却一直都在地球上，在地球变成眼里像素大小的点然后渐渐消失的时候也要凝视着那
个方向。

妈妈每天给我发家里小猫的照片。

爸爸拍家周围的风景给我。

我心中有一个小人，他站在船头，举起左手，目不转睛地指着那个方向。在海上航行的时候，不这么做的话，一个大浪打来，转眼之间你就会看不到那个岛屿。

那是中国。

曾静好さんの日記



心の歌にのせる希望の言霊

2016.05.17

私は日本に来て、「言霊」という言葉を知りました。

言霊と言うのは、人のことばに宿っている不思議な力。つまり、言葉の魔力なのです。

日本には神道の考えがあり、この世に存在するすべてのものや生き物には、魂がやどりそれぞれの神様がいるという概念があります。

人の言葉にさえ魂があると言われています。

今年の三月頃、私は声優の体験入学に参加しました。一番印象に残っているのは、録音室でアフレコ体験をした時の声優学校の生徒さんたちの声の演技です。

声の演技と言っても、彼らは体を動かしたり、リアルな表情をしたりするのではなく、声だけで実際に演技をしているかのような、迫力を感じるものでした。

彼らの声を聞いているだけで、まるで目の前にその情景が浮かび上がるような、生き生きとしたアフレコでした。

アフレコ体験の終わりに、先生が授業で言っていた言葉は私にとってとても衝撃的なものでした。「人の声はその人の魂ですよ。声でそのキャラクターを演じる時、その人にな
りきり、声だけではなく、全身全霊で、その人の気持ちを感じるのです。

そうすれば、体は自然に動いて、声にも影響するのです。そのように発した声は、必ず人に感動を与えます。

演技というものは、この授業を受けただけで出来るものではありません。日常生活の中でも人の気持ちを感じ、自分の気持ちを素直に伝えることが重要で、その事を努力すれ
ば、心は柔軟で豊かになり、すばらしい演技は自然に出てきますよ」

私は先生のこの言葉に感動し、声優が作り出した作品をもっと大切にしなければならないと思いました。

この経験で、私は言葉をもっと深く認識することができました。

今年の３月頃、私の一番好きな声優の水樹奈々さんと同じく声優の山寺宏一（やまでらこういち）さんが、一緒に『花は咲く』という歌を歌いました。それは、５年前にあった
東日本大震災のチャリティーソングです。当時の大震災で家族をなくした人たちは、孤独感を深く感じ、今も津波の怖い音が耳に残っていると言っています。安全な所にいて
も、なかなか安心できないそうです。

被災者たちの心情を知った作詞者の岩井俊二（いわいじゅんじ）さんは、震災の被災者を支えたい、彼らの力になりたいと思い、被災者の目線でこの歌を作りました

私は、その『花は咲く』の歌を聞いて、大震災で沢山の人がなくなり、家や病院などの多くの建物が倒れ、人々が強い悲しさと心の痛みを感じた事を思い出しました。

何度もこの歌を聞くうちに、自然にその歌声にあわせて、私も歌い始めていました。

誰かの歌が聞こえる誰かを励ましてる

誰かの笑顔が見える悲しみの向こう側に

悲しい歌というより、生きている人々を応援しているような歌。「希望の言霊」が満ちています。この歌を聞くたびに、私の体に不思議な力が湧き出すのです。過去を振り返り
ながら前に進める力です。

歌を歌っている人たちも、作曲者と作詞者も一所懸命歌を言霊にして、皆を応援しようとしています。

その力は国をこえて私にも力を与えてくれました。未来にもっと希望を持つ勇気を与えてくれました。

「希望の歌」を何千万人が祈るように歌い、その歌にやどっている強い言霊が、たくさんの人に勇気と力を与えることが出来たのです。

私が留学している広島は、７１年前に原爆が落とされ、町は壊滅的な状態になってしまったそうです。

原爆資料館に、当時のすさまじい記録写真、遺品が展示してあります。その写真からは、現在の広島の復興は想像すらできなかったと思います。

原爆で多くの命が失われ、東日本大震災も同じく多くの命、建物が失われました。しかし、広島は現在、立派に復興しています。

そこには、負けるまいと、必死に前を向いて頑張った祈りの「言霊」があったと思います。

東日本大震災の被災者の方たちも同じ気持ちだと思います。

皆の「言霊」が一つになれば立派な復興も可能でしょう。

今年の４月１４日、１６日に九州で大きな地震がありました。

曾静好さんの日記



東日本大震災の記憶は被災者の方にとっていつまでも忘れられないことだと思います。新たな地震が起こるのではないかという不安もあると思います。それでも被災者の方に諦
めず、希望を失わないでほしいと祈るばかりです。

これからも、わたしは広島で学んだすべてを言霊にして、それをもっとたくさんの人に力を与えたいと思います。

これは日本語で投稿されたものです



时间过得太快了

2016.06.10

最近老是有同学约我去玩，想跟我创造更多回忆。真是太感动了。

每天一起吃饭的小伙伴最近看我的眼神都充满了依依不舍。以前坐我后面座位的同学突然察觉到我还有一个月在日本呆的时候跟我说，诶好想你跟我们一起呆到毕业啊，时间怎么就
这么快呢。

是啊，之前还觉得时间很慢特别想回去吃顿中国菜的，现在虽然还是想吃中国菜，却希望这最后一个月的时间过得越慢越好。

真是矛盾啊。以前的前辈们，大概也和我们有同样的经历吧。

好想告诉十一期生要珍惜时间。

我自己也会更加小心对待最后一个月的。

曾静好さんの日記



先輩の写真をみて

2016.06.10

ずっとお世話になった舟入高校の山下先生は四月からもう自分らの学校にいない。

今はもう他の学校の先生になった。

去年のにんさんと山下先生の写真を見て、あのかわいくて懐かしい顔をみて、たくさんのことを思い出した。

先生からいっぱい教えてくれた。先生にすごく迷惑をかけてしまった。まあいつもちゃんとこころから感謝して礼を言うけど

今更思い出してみると、足りないと思った。

本当にいっぱいお世話になったよ。思い出す度に涙が出そう。

けど、いつかまた会えるか、分からない。

またあいたいですよ。先生に。

いま一番大事なことは、今の先生とクラスメートや友達を大切にすることだ。

あと一ヶ月。頑張ろう。

これは日本語で投稿されたものです

曾静好さんの日記



今日は、引退式だ。

2016.06.16

広島舟入高校に入って一年間。去年の九月に、友達に「せいこうはなんの部活に入りたい？」って聞かれて。「剣道部よ。」って、私は迷わずに答えた。

無事に剣道部に入った。

九月と十月の始まりに、y先輩が試合でけがをしたので、稽古できなかった。ちょうど留学生が剣道部にはいってしかも、しろなので、y先輩が私に剣道を教えてくれた。

九月のころ、まだ日本の生活に慣れてないから、緊張な毎日を過ごしたんだけど、その先輩がとても優しくて、親切に剣道を教えてくれたから、部活の度に緊張感が緩めた。

三月頃からやっと面をつけられるようになった。

四月のごろから膝の具合はずっと悪くて、稽古できなくなってしまったが、マネージャーさんのお手伝いをした。そのあと、胃の調子も日々悪くなって、毎日の放課後、帰らざ
るを得ない状況になった。

三週間ぐらいずっと部活に行ってなかった。体の具合はよくないから。

今日は、引退式だ。

大好きな先輩たちが引退して、これから先輩たちの眩しい稽古をする姿を見えなくなってしまった。

一年間、本当にありがとうございました。剣道をたくさん教えてくれて、日本語と日本のことをたくさん教えてくれて、いつも優しくしてくれてありがとうございました。

大学に入ったら、また剣道をやるかもしれないが、私にとってあなたたちの剣道は世界一強いです。

大好き。

これは日本語で投稿されたものです

曾静好さんの日記



一点点留学生活的建议

2016.07.07

日语里面有一个词叫做世间。

我所在的班级是一个很不寻常的班级。很多同学表达自己的好恶都很直白，还有的人在与同学的聊天中一脸愤慨地表示：我最讨厌世间了。

我问他为什么，他说，因为在意别人对你的看法好麻烦。

是啊，好麻烦啊。

我在某一次比赛中失利之后非常伤心。觉得自己的能力遭到了质疑。

我问我一个好朋友，她听了这些之后非常生气。

“难道他们不认可你，你就不优秀吗？”

”他们觉得你不行，你就真的不行吗？“

震耳欲聋。

他觉得你是这个样子，不努力，不友善···难道你就是他说的那个样子吗？你的很多努力只有你自己知道，你的过去、你的大部分思考只有你自己知道···

当然要对人友善，当然要努力。

可是不是考试失利或者在比赛中没有得到别人的认可，你就是个失败的人。

在留学生活中肯定会遇到很多挫折吧。因为语言不通所以没有人跟你玩，因为文化不一样思考模式不一样，你觉得自己跟不上他们的对话。你开始觉得自己不行。

然而绝对不是这个样子的。没有人跟你玩没有人跟你一起吃午饭不代表你不会处理人际关系。你跟不上他们的对话不代表你的外语水平不够好。

无论什么时候都不要怀疑自己。自己可能是有什么地方做得不完善，但是只是不完善而已。

保持自信，相信自己的上升空间并且为实现目标作出努力，就肯定会有回报。

曾静好さんの日記
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